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２０１７年度事業計画と予算公表に際して
2017 年度の事業計画と予算が、予算会議の議を経て、3 月

24日の評議員会で同意を得、同日の理事会で承認され成立いた
しましたので、ここに公表いたします。

“KG Campus Record”は、関西学院の当該年度の諸活動
や計画を、予算をとおして公表すると同時に、学院の経営状況
や財政状態をご理解いただくことを目的として作成しています。公
共性の高い学校法人としての説明責任を果たし、在学生や保護
者等関係者からのご理解とご協力を一層得られるようにしていくた
め、近年では文部科学省からも積極的な情報公開を行うように求
められています。

関西学院では 1969 年以降はほぼ年２回（予算および決算）、
財務情報等の公開を続けてきましたが、2009 年度から決算は事
業報告書で公表することにしたため、“KG Campus Record”は
予算のみの公表となり、現在 92 号に至っています。

本誌について、ご意見、ご提言を財務部までお寄せいただけ
れば幸いです。

（E-mail:jimu-kaikei@kwansei.ac.jp）

関西学院は 1889 年に創立されて以来、キリスト教主義に基
づく全人教育を行なっています。スクールモットー“Mastery for 
Service”（奉仕のための練達）を体現する、創造的かつ有能な
世界市民を育むという理念は今も変わりません。

リベラルアーツの精神を礎に、人生をよく生きるための『人とし
ての基本』、すなわち、他者への思いやりや優しさ、倫理観を備
え、時代や社会の流れを明確にとらえて柔軟に対応する力を培う
ことができれば、大きな力となるはずです。

今の時代は素晴らしい未来が予測されるものから、紛争のごと
き困難まで、さまざまな事象が混沌としていますが、共通している
ことは、いずれも世界全体が連鎖し、同時進行していることであり
ます。一部の人が国際的に通じていれば済む時代ではなく、す
べての人々にとって無関係ではない時代になりました。そのため、

2017年度は新基本構想（2009-2018）の終了まで残り2年となり、
「スーパーグローバル大学創成支援」中間評価の実施、国連・
外交コース（大学院）の新設、高等部全学年の共学化完了等
の年となります。引き続き、「スーパーグローバル大学創成支援」
や「スーパーグローバルハイスクール」等、国際化を中核とする
中期計画を全学的に推進するとともに、創立 150 周年を見据え
た新たな計画の検討等、次世代に向けた準備を進める年度とな

ります。
財政面では、「中期計画（2015-2018）」や「第 4 次中長期

建設計画（2013-2018）」等の現在および将来の計画を実施す
るための「財源確保」と、学院が持続的に発展するための「強
固な財務基盤の確立」が課題です。2017 年度予算編成に際し
ては、次の２点を基本方針としました。

○ 2019 年度末に関西学院が当面の財務指標として掲げてい

関西学院に集う園児、児童、生徒、学生一人ひとりに国際感覚、
国際性を身につけてほしいと願っています。

関西学院は「スーパーグローバル大学創成支援」「スーパー
グローバルハイスクール」等を軸に、一貫した教育のもと、国際性・
国際感覚を身につけられる環境を整えています。さらには、将来
高度なレベルで国際貢献を果たしてほしいと願い、本年度より大
学院「国連・外交コース」を開設しました。今後引き続き「国
際性豊かな学術交流の母港」の拡充を進め、さまざまな分野に
おいて“Mastery for Service”を体現する世界市民の育成に
全力を傾注してまいります。

創立 150 周年へ向けた、関西学院の教育、研究、社会貢献
活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

は じ め に

2017 年度予算について

理事長　　宮原　明
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る目標値（①翌年度繰越収支差額（支出超過額）と借入
金残高の合計が、事業活動収入に占める割合 50% 未満、
②事業活動収支差額比率 8% 以上、③教育研究経費が
事業活動収入に占める割合 33% 以上）に近づけることをめ
ざす

○ 2016 年度予算をベースにゼロシーリングとする（中期計画
実施のための費用や学生数等の増加による、いわゆる自然
増の経費を除く）

このたび承認された 2017 年度予算は、事業活動収入で
41,459 百万円（対前年度予算比 1,404 百万円増）、事業活動
支出で 38,872 百万円（対前年度予算比 270 百万円増）となり、
基本金組入前当年度収支差額は 2,587 百万円（対前年度予算

①大学学部の学費改定
大学学費については、1992 年度入学生より一括明示方式を

採用しています。これは入学時から最終学年までの各学年の学
費を入学時に明示することで、学費支弁者が納付計画を立てや
すくなるように配慮したものです。2017 年度入学生の大学学費は、
入学金を対前年度比 10 万円減の 20 万円とし、４年間学費合計
で対前年度入学生の 2.7% 増（理工学部は 1.5% 増）を基準と
して改定しました。

大学院（専門職大学院含む）、聖和短期大学、関西学院高
等部、関西学院千里国際高等部、関西学院中学部、関西学

②学費以外の収入財源
文部科学省の私学助成制度や大学教育改革の支援制度に積

極的な申請を行う等、補助金のさらなる獲得に取り組むとともに、
産官学連携を強化し、受託研究等の外部資金による研究活動を
推進します。また、補助活動の収支状況改善に努めます。資金

比 1,133 百万円改善）となります。基本金組入後の当年度収支
差額は△ 1,558 百万円（対前年度予算比 34 百万円悪化）を見
込んでいます。

2017 年度の主たる事業計画は後述のとおりです。スーパーグ
ローバル大学創成支援関連事業、スーパーグローバルハイスクー
ル関連事業、協定校との交換留学、国連・国際機関との連携
強化等の「国際化」を推進する事業、多様化する就職環境に
対応するためのキャリア教育をはじめとした就職支援 ･ キャリア教
育関連事業、本学独自の支給（給付制）奨学金関連事業等、
学院がさらなる発展を遂げるために必要不可欠な事業が数多くあ
ります。

以下、2017 年度予算について説明します。

1   財政計画

院千里国際中等部、初等部の学費は据え置きました。関西学
院大阪インターナショナルスクールでは、対前年度比 29,000 円～
41,000 円増の学費改定を行ない、関西学院幼稚園についても対
前年度比 12,000 円～ 24,000 円増の改定をしました。

事業活動収入の大半（78.3%）を学費（学生生徒等納付金）
に依存している本学にとって、18 歳人口の減少という厳しい現実
の中で、受験生や入学生の確保を図ることは、喫緊の課題であ
ると考えています。新基本構想に掲げるビジョンを実現し、受験
生に選ばれる大学になるべく取り組んで参ります。

運用では、大規模な金融緩和による低金利が続いており、資金
運用環境は依然として厳しく、受取利息・配当金の増収は難し
い状況です。



03

3   重点項目の設定

◎法人重点項目
・新基本構想（中期計画）の推進　＜継続＞
・第４次中長期建設計画の実行　＜継続＞
・教育研究施設等整備・充実のための引当資産増強　＜継続＞
・中期総合経営計画の策定

◎大学重点項目
・「世界市民」の育成（スーパーグローバル大学創成支援事業関連施策）の推進　＜継続＞
・高大接続および連携強化　＜継続＞
・正課教育（ハンズオンラーニング科目）の充実
・正課外教育（学生活動支援）の強化

◎短期大学重点項目
・質の高い教育の推進　＜継続＞
・入試・広報活動の充実　＜継続＞

◎高中部・初等部・幼稚園重点項目
・（高中部）基礎学力の定着　＜継続＞
・（高中部）スーパーグローバルハイスクール（SGH）等グローバル人材育成　＜継続＞
・（高中部）ＩＣＴ教育の推進　＜継続＞
・（高等部）高等部定員増・共学化の計画推進　＜継続＞
・（初等部）志願者獲得策の推進　＜継続＞
・（幼稚園）教育・保育環境の充実
・（幼稚園）子ども・子育て支援新制度施行への対応・準備　＜継続＞

◎千里国際キャンパス（千里国際高等部・中等部（SIS）、大阪インターナショナルスクール（OIS））重点項目
・（SIS）国際バカロレア（IB）プログラムを含むスーパーグローバルハイスクール（SGH）の推進等を中核に据えた中等部からのグロー

バルリーダー育成　＜継続＞
・（OIS）IB プログラムの安定運用と生徒個々人の学力伸長　＜継続＞
・（SIS・OIS）多様な生徒集団を構築するための生徒募集戦略再構築　＜継続＞

2   借入計画

借り入れは予定していません。
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4   予算の概況

収入面について、学生生徒等納付金は大学入学金の減額に
よる減収はあるものの、関西学院大学の理工学部新３学科（先
進エネルギーナノ工学科、環境・応用化学科、生命医化学科）
増設（2015 年度開設）の学年進行等に伴う学生数の増加、関
西学院高等部の共学化最終年度による生徒数の増加、学費改
定等により、32,481 百万円（対前年度予算比 1,247 百万円増）
を見込んでいます。

手数料は大学受験生の増加を見込み、1,508 百万円（対前
年度予算比 135 百万円増）としています。

寄付金は前年度から微増の 463 百万円（対前年度予算比 12
百万円増）としています。

補助金は私立大学研究設備整備費等補助金の増加等を見込
み、4,162 百万円（対前年度予算比 50 百万円増）としています。

付随事業収入では、文部科学省「大学入学者選抜改革推

進委託事業」に採択されたことや、受託研究の増加等により1,418
百万円（対前年度予算比 255 百万円増）としています。

雑収入では、退職者の減少に伴う退職金財団交付金の減収
等により1,096 百万円（対前年度予算比 254 百万円減）を見込
んでいます。

支出面について、人件費は退職給与引当金繰入額の減少等
により22,360 百万円（対前年度予算比 577 百万円減）を見込
んでいます。事業活動収入の 53.9%を占めている人件費の削減
は、関西学院における大きな課題の一つとなっており、人件費比
率の改善について検討を重ねています。

教育研究経費・管理経費は光熱水費等の減少はありますが、
システムリプレイスや業務委託費等の増加を見込み、15,525 百万
円（対前年度予算比 706 百万円増）としています。

5   資金収支計算書および事業活動収支計算書に基づく予算の概況

「学校法人会計基準」に定められた計算書には資金収支計
算書、事業活動収支計算書および貸借対照表の 3 つがあります。
ここでは資金収支予算書、事業活動収支予算書にて対前年度

予算との比較を中心に、今年度予算の概況を説明します。
なお、資金収支計算書ならびに事業活動収支計算書の目的、

構造等については、9 ページ以降で説明しています。

（四捨五入の関係で、数値合計および増減は必ずしも一致しません）①資金収支予算書
資金収支予算書は別表（第 1 表）のとおりです。
収入の部では、学費改定等により学生生徒等納付金収入や

受託事業収入等の増加があるものの、償還予定の有価証券が
ないことや借り入れを行なわないこと等により、資金収入全体では
41,874 百万円（対前年度予算比 840 百万円減）を見込んでい
ます。

支出の部では、経費支出等の増加はありますが、退職者減等

による人件費支出、施設・設備関係支出、減価償却引当特定
資産への繰入等の減少により、資金支出全体では 43,918 百万円

（対前年度予算比 745 百万円減）を見込んでいます。
これらの結果、期末支払資金は期首から2,044 百万円減少し、

19,913 百万円になると予測しています。
概括すると下表のとおりです。

（単位  百万円）

科　　目 2017 年度予算額 2016 年度予算額 増　　減 備　　考
期 首 支 払 資 金 21,957 19,952 2,005
資 金 収 入 41,874 42,714 △ 840 借入金収入を含む
資 金 支 出 43,918 44,663 △ 745 借入金返済支出を含む
期 末 支 払 資 金 19,913 18,004 1,910

（注）四捨五入の関係で、数値合計は必ずしも一致しません
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（単位  百万円）

科　　目 2017 年度予算額 2016 年度予算額 増　　減

教育活動収入計 40,841 39,442 1,399
教育活動支出計 37,913 37,789 124

教育活動収支差額 2,928 1,652 1,276
教育活動外収入計 331 372 △ 41
教育活動外支出計 59 79 △ 20

教育活動外収支差額 272 292 △ 20
経常収支差額 3,200 1,945 1,255

特別収入計 288 242 45
特別支出計 100 133 △ 33

特別収支差額 188 109 78
予備費 800 600 200
基本金組入前当年度収支差額 2,587 1,454 1,133
基本金組入額合計 △ 4,145 △ 2,978 △ 1,167
当年度収支差額 △ 1,558 △ 1,524 △ 34
前年度繰越収支差額 △ 9,327 △ 9,949 622
翌年度繰越収支差額 △ 10,885 △ 11,473 588

事業活動収入計 41,459 40,056 1,404
事業活動支出計 38,872 38,602 270
事業活動収支差額比率 6.2% 3.6% 2.6 ポイント増

（注）四捨五入の関係で、数値合計は必ずしも一致しません

（四捨五入の関係で、数値合計および増減は必ずしも一致しません）②事業活動収支予算書
事業活動収支予算書は別表（第 2 表）のとおりです。
経常的な教育研究活動の収支を示す「教育活動収支」につ

いて、「教育活動収入」は退職金財団交付金の減少により雑収
入が減少するものの、学生生徒等納付金や付随事業収入等の
増加により40,841 百万円（対前年度予算比 1,399 百万円増）を
見込んでいます。「教育活動支出」は退職給与引当金繰入額
の減等により人件費が減少しますが、経費の増加により37,913
百万円（対前年度予算比 124 百万円増）を見込み「教育活動
収支差額」は 2,928 百万円（対前年度予算比 1,276 百万円改善）
となっています。

経常的な財務活動（資金調達・運用）の収支を示す「教育
活動外収支」について、「教育活動外収入」は受取利息・配
当金が前年度予算から減少し、331 百万円（対前年度予算比
41 百万円減）を見込んでいます。「教育活動外支出」は借入
金利息の減少により59 百万円（対前年度予算比 20 百万円減）
を見込み、「教育活動外収支差額」は 272 百万円（対前年度
予算比 20 百万円悪化）となっています。

この結果、「経常収支差額」（教育活動収支と教育活動外収

支の合計）は 3,200 百万円（対前年度予算比 1,255 百万円改善）
となります。

特殊な要因によって一時的に発生する臨時的な活動の収支を
示す「特別収支」について、「特別収入」は施設設備補助金
の増加等により288 百万円（対前年度予算比 45 百万円増）を
見込み、「特別支出」は資産処分差額の減少により100 百万円

（対前年度予算比 33 百万円減）を見込むため、「特別収支差
額」は 188 百万円（対前年度予算比 78 百万円改善）となります。

経常収支、特別収支を合計した「事業活動収入」は 41,459
百万円、「事業活動支出」は 38,872 百万円となり、これらの差
額である「基本金組入前当年度収支差額」は 2,587 百万円とな
ります。基本金組入額が 4,145 百万円であるため、「当年度収
支差額」は△ 1,558 百万円となります。　

この結果、前年度までの繰越収支差額が△ 9,327 百万円であっ
たため、翌年度繰越収支差額は△ 10,885 百万円となります。

概括すると下表のとおりです。
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6   主な事業予算および建設計画、施設整備工事予算

■ スーパーグローバル大学	 関連事業	 ＜中期計画関連事業＞ 190,863千円

文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援」に、関西学
院大学の構想「国際性豊かな学術交流の母港『グローバル・ア
カデミック・ポート』の構築」が採択されて 4 年目を迎えます。第
1フェーズ（2014 ～ 16 年度）の目標は大半の項目で達成するこ
とができました。2017 年度は第 2フェーズ（3 年間）の初年度
にあたります。以下の事業を中心に質を重視した国際化を推し進
め、第 1フェーズより高い目標を実現し、世界から信頼される世
界の“Top Global University”となることをめざします。

①教育 OS の刷新「ダブルチャレンジ制度」
全学生が所属学部や主専攻の学び「ホームチャレンジ」に加え
て、異なるものとの出会いの場「アウェイチャレンジ」に挑戦し、
世界で活躍するためのキーコンピテンス「主体性」「タフネス」「多
様性への理解」を身に付ける独自の教育制度です。アウェイチャ
レンジには留学等の「インターナショナル」、実社会での実践的
学習を中心とする「ハンズオン・ラーニング」、他学部・学科の学
問領域を体系的に学ぶ「副専攻」の 3 プログラムを設けています。
2017 年 4 月には「ハンズオン・ラーニング・センター」を設置し、
当該プログラムの全学的な拡充を加速させます。
②協定に基づく海外派遣学生数日本一（留学の拡大）
2016 年度は 1,380 人の学生が海外協定大学に留学しました。
2017 年度は同数以上の海外派遣をめざすとともに、年間 1,000
人以上迎える留学生と関学生が“融合”する機会を拡充し、キャ
ンパスの内なる国際化を進めます。また、その基盤となる英語教
育の拡充のため、2017 年度からよりきめ細かな習熟度別授業を
提供します。
③国際機関等へのゲートウェイ創設
2017 年度は大学院「国連・外交コース」がスタートします。博
士課程前期課程（修士）及び専門職課程（専門職学位）レベ
ルの副専攻プログラムで、学生はそれぞれの所属研究科での学
位取得をめざすと同時に、同コース所定課程（すべて英語で授
業）から23 単位を修得し、国連・国際機関や外交官等に求め
られる実践的能力を身に付けます。邦人国際機関職員の輩出と
いう国家的課題に寄与する、高大接続から大学院（修士）レベ
ルまでを連動させた「国際機関へのゲートウェイ」の骨格が整い
ます。
④国際通用性のある質保証システム構築
2017 年度は全学生を対象とした「ポートフォリオ」の第一次運用

今年度に実施する主な事業、建設計画、施設整備工事の内容とその予算額は下表のとおりです。

《 教育研究関連事業 》
を開始します。「スマートフォンに“学び”を蓄積しよう！」をテーマ
に、学生の学習の記録や成果等をウェブ上で可視化し学生の「振
り返り」を促すことで教育効果を高め、学業への主体性や自立
性を育むことを目的に構築したものです。
⑤ガバナンス改革による総合的マネジメントの実現
学院全体の財政、人事、情報環境、施設建設等の計画や、教
学計画（大学全体及び各学部・研究科）の計画が高度に連動
する「中期総合経営計画」を策定します。また、学長が経営全
般の諸計画に関わり、マネジメントにおいて総合的なリーダーシッ
プを発揮できる体制を確立し、私立総合大学の先駆となる「関
学モデル」の提示をめざします。

【事業総額（人件費含む）345,523 千円】

■ 国際化関連経費	 ＜中期計画関連事業＞ 628,466千円

関西学院大学は世界 44カ国・地域、200 余の大学・大学コンソー
シアムと国際的なネットワークを展開し、交換留学、英語・フランス語・
ドイツ語中期留学、海外インターンシップ等、さまざまな学術交流
を深めています。2017 年度はさらに本学の国際化を推進し、海
外とのネットワークの構築、国連・国際機関との連携強化および
学生交流等に関する諸施策を実施します。また、外国人留学生
への奨学金や日本人学生を海外に派遣するための「交換留学
奨学金」「中期留学奨学金」「ダブルディグリー留学奨学金」等、
国際交流を促進するための奨学金制度を設けています。

■ スーパーグローバルハイスクール	（SGH）関連事業	 ＜中期計画関連事業＞ 6,034千円

関西学院高等部と関西学院千里国際高等部はともに文部科学
省の「スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）」事業の指定校
として採択されました。関西学院高等部では、カンボジアでの海
外フィールドワークをはじめ学内外の講師による特別授業「グロー
バル・スタディ」を開講。生徒の視野を広げ、グローバル人材と
しての資質向上をめざします。関西学院千里国際高等部では、
「知の探究」「リサーチとフィールドスタディ」と称した探究型学
習を推進するクラスを開講。各分野で活躍中の人物へのヒアリン
グ等を通じて課題研究を進め、その成果を論文にまとめ、発表す
るプログラムを実施します。

【事業総額（人件費含む）関学高 10,057 千円、千里国際高 11,202 千円】
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■ 高大接続および連携強化 112,150千円

2016 年度に本学の企画提案事業「『主体性等』をより適切に評
価する面接や書類審査等教科・科目によらない評価手法の調査
研究」が文部科学省の「大学入学者選抜改革推進委託事業」
に採択され、本学が代表校を務めることになりました。2017 年度
も引き続き、取り組みメンバーの大阪大学、大阪教育大学、神
戸大学、早稲田大学、同志社大学、立命館大学、関西大学と
連携をし、展開メンバーとなる大学の拡大、高校との連携をしな
がら、評価手法の開発や「ＳＧＨ甲子園」の実施等を通じて評
価尺度・基準の策定に取り組みます。また、本学教職員による
出張講義や進路・進学講演会、高大接続フォーラム等の開催も
継続し、高大連携に注力します。

■ 支給（給付制）奨学金関連経費 617,857千円

関西学院大学では、本学への進学を強く希望するものの、経済
的な理由により困難を抱えている受験生を支援する「ランバス支
給奨学金」（入学前予約型）をはじめ、学力、人物ともに優秀
で学資の援助を必要とする学生を支援する「就学奨励奨学金」、
学業成績優秀者の勉学支援を目的とした「産学合同育英奨学
金」、学業成績優秀な大学院生に支給する「ベーツ特別支給奨
学金」、文化、芸術、スポーツ、社会貢献活動等で活躍した学
生を称える「クレセント奨学金」や「同窓会奨学金」、家計状況
が急変した学生を支援する「後援会奨学金」等、多彩な支給（給
付制）奨学金を設け、学生の経済的支援にあたっています。さ
らに 2017 年度は、ＳＧＨ公募推薦入試およびＳＳＨ公募推薦入試
に極めて優秀な成績で合格し入学した者を対象とした「高大接
続奨励支給奨学金」を新設します。

■ 就職支援・キャリア教育関連事業 154,644千円

関西学院大学では、学生が自分にふさわしい進路を見つけるた
めにはまず自身の人生観や職業観の確立が重要であると考え、
キャリア正課科目やインターンシップ、各種セミナー等を実施し、低
学年次からのキャリア支援にあたっています。学生との「個人面
談」を重視する一方で、「筆記試験・適性検査対策」「面接トレー
ニング」も強化し、企業の動きに対応しています。また、2017 年
度も積極的に企業を訪問し、情報収集に努め、学生への正確な
情報提供に力を入れてまいります。保証人にとっても就職は重要
な関心事であるため、教育懇談会での個別相談や父母交流会
での講演会の実施、好評を得ている「進路データブック」の配
付等も継続します。

■ 課外活動支援および正課教育と課外活動の両立の促進 126,174千円

学生が正課外活動を通じて自己の能力を高め、可能性を広げて
いくための支援策として、課外活動団体への経済的支援やトレー
ニングセンター、スポーツセンター等の施設を提供しています。

■ 図書関連費用 986,988千円

教育研究、学習活動において必要とされる図書・資料や電子情
報の整備・充実を図り、教育・研究の発展に寄与することをめざ
します。

■ 受託研究・学外共同研究 590,000千円

企業や公共機関等との受託・共同研究を積極的に実施すること
で、本学の研究の活性化を図り、その研究成果を社会に還元す
ることで大学の社会貢献を果たします。

■ 教育研究システムの運用 389,107千円

キャンパスのＩＣＴ化が急速に進む中で、パソコン教室の管理や貸
出パソコン、教卓用パソコン、リモートパソコンの整備にあたるとと
もに、Microsoft 製品や Adobe 製品等のサイトライセンス契約の
取りまとめを担います。また、学生や教員からの質問等に応える
ヘルプデスクを西宮上ケ原、神戸三田、大阪梅田、西宮聖和、
各キャンパスに設置します。

■ 情報環境整備・運用 225,076千円

メールシステムやファイル共有などの共通システム、さらには本学
のネットワーク環境を維持管理するための費用です。西宮上ケ原・
神戸三田・西宮聖和・大阪梅田・東京丸の内・宝塚・千里国際・
千刈の８拠点間を接続し、教育研究・業務利用に耐えうるネットワー
ク環境を構築しています。また、外部に公開するサーバを対象に
脆弱性の検査を実施し、セキュリティレベルの強化を図っています。
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《 建設計画および施設整備工事 》

■ アクティブ・ラーニング対応型	 教室への改修工事 38,457千円

アクティブ・ラーニング（学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習法）を更に推進するため、多様な授業形態へ
の対応として、教室の改修工事を行います。

■ ＡＶ設備およびパソコンシステム更新工事 263,389千円

ＡＶ設備環境向上のため各校舎の教室に配備してきたプロジェク
ター等のＡＶ設備について、順次更新工事を行います。
初等部については、2008 年の開設時に設置した各教室のＡＶ設
備を段階的に更新します。電子黒板と生徒が使うタブレット端末
を連携させる仕組みも導入し、よりインタラクティブな授業展開が
可能となります。また、大阪インターナショナルスクールについては、
生徒用ＰＣおよびサーバの更新・整備を行います。

■ 全学ネットワーク整備工事 16,567千円

近年の無線ＬＡＮ利用のニーズに合わせて、教育研究の拠点で
ある各建物内の無線ＬＡＮ化および無線ＬＡＮ増強を行います。ま
た、２０１６年度のネットワークリプレースにおいて、概ね通信速度
の高速化（ギガ対応）が完了しましたが、一部の建物などギガ
未対応の場所について、整備を行います。

■ 学生ラウンジ設置工事 21,021千円

教育研究の発表の場としての機能を備え、また、学生および教
職員の交流の場として活用可能な学生ラウンジを西宮上ケ原キャ
ンパスＧ号館３階に設置します。さらには、西宮聖和キャンパス７
号館１階にある学生食堂の改修工事を行い、食堂閉業後も学生
が食堂スペースを利用できる環境を整えます。

■ グラウンドの全天候化工事 252,000千円

西宮上ケ原キャンパスでは第１フィールドの中学部・高等部グラウ
ンド、第２フィールドの準硬式野球場（ラグビー場・陸上競技場
は改修 )、神戸三田キャンパスでは第２グラウンドについて、2013
年度より６ヵ年に渡って全天候に対応可能な人工芝を整備してい
ます。2017 年度は第２フィールドの準硬式野球場への整備および

ラグビー場・陸上競技場の改修工事を行います。

■ 課外活動施設改修工事 11,757千円

高度化する学生スポーツへの対応および学生プレイヤーの安全
確保のため、硬式野球場防球ネットの嵩上げ工事および馬術場
の馬房・馬場の整備、弓道場床の張替工事を行います。

■ 学生寮改修工事 28,752千円

男子３寮（啓明寮・静修寮・成全寮）に全館無線ＬＡＮ工事を
行い、インターネット接続環境の整備を行います。また、帰国生
徒および留学生受入拡大に対応するため、千里国際中等部・高
等部および大阪インターナショナルスクールの生徒が入居する、あ
けぼの寮の改修工事を行います。

■ 防災体制・設備	 構築計画 46,000千円

全キャンパスの防災体制の構築および体制を支える設備備品に
ついて、2013 年度より６ヵ年に渡って年次的に整備を行っていま
す。2017 年度は、該当建物の一斉放送設備工事に加え、自動
火災報知機設備と非常放送設備の更新および非常用発電機設
置工事を行います。

■ 防犯体制構築工事 77,415千円

西宮上ケ原キャンパス内各建物のうち、磁気カードによる入退館
管理システムを使用している建物について、ＩＣカード利用によるシ
ステムに更新します。また、宝塚キャンパスにおいては、初等部
設計コンセプトの一つである「高度なセキュリティー」を実現する
ため、防犯カメラや赤外線センサー、光テンション、夜間警備用
の機械警備等を更新します。

■ 照明器具改修工事 67,081千円

学内の古いタイプの蛍光灯およびトイレ照明をＬＥＤ照明に更新し、
廊下階段等については人感センサーを設置することにより省エネ
化を図ります。
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  ■ 資金収支計算書と事業活動収支計算書

資金収支計算書1

【目的・特徴】
資金収支計算書の目的は、学校法人会計基準（以下「基準」

という）第６条で、①当該年度の諸活動に対応するすべての収
入・支出の内容を明らかにすること、②当該年度における支払資
金の収入・支出のてん末を明らかにすること、と明示されています。

お金の動きをすべて網羅した計算書であり、収入には学生生
徒等納付金収入、手数料収入、補助金収入等のほか、借入金
収入、前受金収入、貸付金回収収入等が含まれ、支出では人
件費支出、教育研究経費支出、管理経費支出、施設関係支出、
設備関係支出等のほか、借入金等返済支出、資産運用支出、
貸付金支払支出等が含まれます。資金の動きを伴わない収入（現
物寄付）や支出（減価償却費等）は含まれません。

このように、当該年度の諸活動にともなう資金の動きに対応して
計上するわけですが、同時に本計算書の作成目的でもある年度
末の支払資金の残高との整合性を確認するためには、固有の調
整が必要となります。これを「調整勘定」といい、本計算書の
特徴的な部分です。
【調整勘定】

「調整勘定」が必要となる背景は上述のとおりです。ここでは、
収入の部と支出の部について、例を挙げて説明します。
《資金収入調整勘定》
①期末未収入金

例）内定を受けた補助金が当該年度中に収納されない場合、

当該年度の補助金収入として計上しますが、実際には収
納しないため、当該年度の資金収入から減額して調整し
ます。

②前期末前受金
例）前年度に収納していた新入生の授業料等は、当該年度

の諸活動に充当すべき収入であるため、当該年度の学
生生徒等納付金収入として計上しますが、実際は前年度
に収納しているため当該年度の資金収入から減額して調
整します。

《資金支出調整勘定》
①期末未払金

例）当該年度の費用として請求を受ける光熱水費の支払が次
年度になる場合、当該年度の光熱水費として計上します
が、実際の支払は発生しないため、当該年度の資金支
出から減額して調整します。

②前期末前払金
例）留学費のように当該年度の留学に係る費用を前年度にす

でに前払金として支払っている場合、当該年度の留学費
として計上しますが、実際は前年度に支払済みのため当
該年度の資金支出から減額して調整します。

■トイレ環境整備工事 200,000千円

年次計画で経年劣化したトイレの床・壁面の張替、照明更新、
荷物置き用面台新設等の美装および設備充実を行っています。
2017 年度は、学生会館新館・旧館、経済学部本館のトイレ改修
を行います。

事業活動収支計算書2

【目的・特徴】
事業活動収支計算書の目的は、「基準」第 15 条で、当該会

計年度の①教育活動、②教育活動以外の経常的な活動、③①
と②以外の臨時的な活動、これら３つの活動に対応する事業活
動収入および事業活動支出の内容を明らかにするとともに、基本
金に組み入れる額を控除した全ての事業活動収入と事業活動支

出の均衡の状態を明らかにすること、と明示されています。この
計算書は経営状況を示すものであり、その目的は企業の損益計
算書のように利潤の多寡を測定することにあるのではなく、永続的
な運営が要請されている学校法人において事業活動収支の均衡
状態を明らかにすることにあります。

事業活動収支計算の方法は「基準」第 16 条に示されていま
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すが、簡単に説明します。
事業活動収入は、学校法人の負債とならない収入、いわゆる

「自己資金」となる収入を計算します。つまり、純資産の増加す
る取引であり、寄付金には現物寄付を含み、資金収支計算にあっ
たような借入金や預り金等の負債による収入の増加は計上しませ
ん。

事業活動支出は、当該会計年度に消費する資産の取得価額
と用役の対価に基づいて、つまり、経済価値の費消あるいは純
資産の減少となる支出を計算します。資金収支計算の借入金返
済支出や預り金支払支出等の負債の減少や施設関係支出や設
備関係支出等の資産の増加は、事業活動支出には該当しませ
ん。施設関係支出や設備関係支出の対象となった建物や備品
等の固定資産は、当年度ですべての価値が消費されるわけでは
なく、教育・研究等に長期にわたり使用されるので、減価償却計
算を行ない消費されたとみなされた分のみ事業活動支出とします。

また、人件費についても資金収支計算での当該年度の退職者に
支払う退職金支出ではなく、退職金支払のために積み立てられる
退職給与引当金繰入額を計上します。

【基本金組み入れ】
このように、事業活動収入の中から施設や設備に支出されたも

のは、経費として支出項目にはあげられませんが、「基準」では、
施設や設備等の購入に充てられた額を、第１号基本金として組
み入れなければならないと定めています。その他の基本金（他に
２～４号基本金があります）を含めて、基本金組入前の当年度
収支差額から基本金組入額を控除し、当年度収支差額が計算
されることによって、学校法人の経営の状況（収支の均衡状況）
を示すこととなります。

これらのことを図示すると以下のようになります。

教育活動収支差額（a） 教育活動収入 教育活動支出

第1号基本金組入額

＜第１号基本金組入額 算出要領＞

＜事業活動収支計算書の構造＞

 ＝ ＋ 施設関係支出・設備関係支出

 － 施設・設備の借入金調達分および未払金分

 － 建替、買替により除却する施設・設備の基本金既組入額

 ＋ 過年度の施設・設備の借入金返済分および未払金支払分

＝ ー

教育活動外収支差額（b） 教育活動外収入 教育活動外支出＝ ー

特別収支差額（c） 特 別 収 入 特 別 支 出＝ ー

基本金組入前収支差額（A） （a）＋（b）＋（c）＝

当年度収支差額 基本金組入前収支差額（A） 基本金組入額＝ ー

＜この収支の状況を示すことが事業活動収支計算書の目的＞
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資金収支予算書
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

（単位：千円）

　収入の部
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 　３２，４８１，３７６ 　３１，２３４，４９８ 　１，２４６，８７８
 授業料収入 　２３，６１６，３４４ 　２１，７８０，４７９ 　１，８３５，８６５
 入学金収入 　１，９７２，２６０ 　２，７５４，６５５ △ ７８２，３９５
 研究資料費収入 　５１，９１３ 　６７，９８５ △ １６，０７２
 実験実習費収入 　４６０，１８９ 　４２１，６８６ 　３８，５０３
 教育充実費収入 　６，３３８，６６８ 　６，１６８，０３０ 　１７０，６３８
 冷暖房費収入 　２８，９９９ 　２８，１２５ 　８７４
 特別講座費収入 　１３，００３ 　１３，５３８ △ ５３５
手 数 料 収 入 　１，５０７，７１８ 　１，３７２，６３４ 　１３５，０８４
 入学検定料収入 　１，４８４，２４４ 　１，３４６，０８７ 　１３８，１５７
 試験審査料収入 　２，１８０ 　２，１８０ 　０
 証明手数料収入 　１２，３５０ 　１５，３２０ △ ２，９７０
 大学入試センター試験実施手数料収入 　８，９４４ 　９，０４７ △ １０３
寄 付 金 収 入 　３２８，３５０ 　３２１，３５０ 　７，０００
 特別寄付金収入 　３２８，３５０ 　３２１，３５０ 　７，０００
補 助 金 収 入 　４，１６１，７８６ 　４，１１１，８３５ 　４９，９５１
 国庫補助金収入 　３，３４５，０５８ 　３，２９６，３０５ 　４８，７５３
 学術研究振興資金収入 　６，０００ 　６，０００ 　０
 地方公共団体補助金収入 　８１０，７２８ 　８０９，５３０ 　１，１９８
資 産 売 却 収 入 － 　１，０００，０００ △ １，０００，０００
 有価証券売却収入 － 　１，０００，０００ △ １，０００，０００
付 随 事 業・収 益 事 業 収 入 　１，４１８，４０８ 　１，１６３，７１２ 　２５４，６９６
 補助活動収入 　５７３，５５０ 　５７９，３９１ △ ５，８４１
 附属事業収入 　３，３５６ 　３，３７２ △ １６
 受託事業収入 　８３４，０００ 　５７２，０００ 　２６２，０００
 免許状更新講習料収入 　４，２１２ 　４，２１２ 　０
 その他の事業収入 　３，２９０ 　４，７３７ △ １，４４７
受 取 利 息・配 当 金 収 入 　３３０，６７４ 　３７１，５４０ △ ４０，８６６
 第３号基本金引当特定資産運用収入 　６２，９９８ 　６５，２６５ △  ２，２６７
 蔵書購入資金引当特定資産運用収入 　６，７２３ 　６，７２６ △ ３
 退職給与引当金引当特定資産運用収入 　４２，６２３ 　４０，９０３ 　１，７２０
 関西学院大学教育・研究活性化 
 資金引当特定資産運用収入 　１３，２０１ 　１３，２４０ △ ３９

 減価償却引当特定資産運用収入 　６０，６８７ 　８３，５３６ △ ２２，８４９
 その他の受取利息・配当金収入 　１４４，４４２ 　１６１，８７０ △ １７，４２８
雑 収 入 　１，０９５，６９６ 　１，３４９，９３６ △ ２５４，２４０
 施設設備利用料収入 　１３４，９９５ 　１０８，２９６ 　２６，６９９
 退職金財団交付金収入 　６７１，０３４ 　１，０６６，３３５ △ ３９５，３０１
 雑収入 　２８９，６６７ 　１７５，３０５ 　１１４，３６２
借 入 金 等 収 入 － 　１，５００，０００ △ １，５００，０００
 長期借入金収入 － 　１，５００，０００ △ １，５００，０００
前 受 金 収 入 　５，６７２，３１８ 　６，０４６，４９５ △ ３７４，１７７
 授業料前受金収入 　２，９１４，８７０ 　２，４８８，６１２ 　４２６，２５８
 入学金前受金収入 　１，９４６，８７０ 　２，７２１，４５０ △  ７７４，５８０
 研究資料費前受金収入 　４，１０８ 　３，７５４ 　３５４
 実験実習費前受金収入 　５８，８６２ 　５６，６４５ 　２，２１７
 教育充実費前受金収入 　７１４，７９５ 　７０８，８６１ 　５，９３４
 冷暖房費前受金収入 　２，９００ 　２，９００ 　０
 その他の前受金収入 　２９，９１３ 　６４，２７３ △  ３４，３６０
その 他 の 収 入 　１，５９２，９０７ 　１，７６３，２６４ △  １７０，３５７
 第３号基本金引当特定資産取崩収入 　２３，３６０ － 　２３，３６０
 退職給与引当金引当特定資産取崩収入 　５１，７８８ 　３３１，０３２ △  ２７９，２４４
 前期末未収入金収入 　１，１１９，７９４ 　１，０１２，７８１ 　１０７，０１３
 貸付金回収収入 　２２８，２３０ 　２３７，１６０ △  ８，９３０
 貸与奨学金回収収入 　１６９，７３５ 　１８２，２９１ △  １２，５５６
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ ６，７１５，２３３ △ ７，５２０，７８２ 　８０５，５４９
 期末未収入金 △ ９２３，４１３ △ １，３２３，０２９ 　３９９，６１６
 前期末前受金 △ ５，７９１，８２０ △ ６，１９７，７５３ 　４０５，９３３
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 　２１，９５７，３４６ 　１９，９５２，１３３ 　２，００５，２１３

収 入 の 部 　 合 計 　６３，８３１，３４６ 　６２，６６６，６１５ 　１，１６４，７３１

（第１表）
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KG Campus Record No.92 
2017年度事業計画と予算公表に際して

（単位：千円）

　支出の部
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）

人 件 費 支 出 　２２，４１１，３３６ 　２３，２６７，２２７ △  ８５５，８９１
 教員人件費支出 　１４，９２７，４９３ 　１４，９９６，７９７ △  ６９，３０４
 職員人件費支出 　６，３８３，９６２ 　６，４１１，１３２ △  ２７，１７０
 役員報酬支出 　４０，０７５ 　３８，６００ 　１，４７５
 年金支出 　５９，１１３ 　６１，４５５ △  ２，３４２
 退職金支出 　１，０００，６９３ 　１，７５９，２４３ △  ７５８，５５０
教 育 研 究 経 費 支 出 　１１，１２０，６９８ 　１０，５１６，８８０ 　６０３，８１８
 消耗品費支出 　６９６，８１２ 　６５０，９８１ 　４５，８３１
 光熱水費支出 　７１４，１６６ 　８９９，６２５ △  １８５，４５９
 旅費交通費支出 　４３０，６９０ 　４１３，９７６ 　１６，７１４
 奨学費支出 　１，１７１，８１６ 　１，１３５，４５２ 　３６，３６４
 福利費支出 　２，３１３ 　２，１２８ 　１８５
 通信運搬費支出 　１９５，４２６ 　１９０，４５４ 　４，９７２
 印刷製本費支出 　２８１，７１８ 　２７５，６４９ 　６，０６９
 修繕費支出 　８８０，１６９ 　９６２，４９３ △  ８２，３２４
 保険料支出 　１１２，０３６ 　７５，２６４ 　３６，７７２
 賃借料支出 　５８４，７３１ 　５６２，１３２ 　２２，５９９
 公租公課支出 　７３，５０７ 　４７，０２３ 　２６，４８４
 諸会費支出 　４１，９３３ 　４７，８９７ △   ５，９６４
 会議会合費支出 　６４，６２６ 　６６，３０８ △   １，６８２
 支払手数料支出 　１，３８７，３４９ 　１，１２７，３３３ 　２６０，０１６
 業務委託費支出 　２，７４１，８３２ 　２，５１３，６９３ 　２２８，１３９
 広告費支出 　８９，２４０ 　８７，７４７ 　１，４９３
 学生活動補助費支出 　３９７，８５７ 　３８１，４３２ 　１６，４２５
 研究費支出 　１，２２９，７９５ 　１，０５２，９５８ 　１７６，８３７
 部長室費支出 　１７，３２２ 　１７，５８５ △  ２６３
 雑費支出 　７，３６０ 　６，７５０ 　６１０
管 理 経 費 支 出 　９５２，０５９ 　８３３，１７４ 　１１８，８８５
 消耗品費支出 　３６，６２５ 　３７，０３８ △  ４１３
 光熱水費支出 　１２，７８９ 　１５，８３０ △  ３，０４１
 旅費交通費支出 　４４，８１４ 　４３，５２８ 　１，２８６
 福利費支出 　２０，９９３ 　２１，６５５ △  ６６２
 通信運搬費支出 　４８，４７７ 　５７，９３８ △  ９，４６１
 印刷製本費支出 　１１２，１５２ 　１１４，１９６ △  ２，０４４
 修繕費支出 　１１７，５２８ 　３８，６１５ 　７８，９１３
 保険料支出 　１３，６６６ 　８，０３８ 　５，６２８
 賃借料支出 　６０，９１６ 　５９，７８６ 　１，１３０
 公租公課支出 　１８，８０８ 　１７，５５２ 　１，２５６
 諸会費支出 　３，４２４ 　２，１３６ 　１，２８８
 会議会合費支出 　１０，３８０ 　９，１３６ 　１，２４４
 支払手数料支出 　１０７，２６３ 　８８，７０４ 　１８，５５９
 業務委託費支出 　１６６，６８０ 　１４３，８６２ 　２２，８１８
 広告費支出 　１２３，５９５ 　１２８，１３０ △  ４，５３５
 学生活動補助費支出 　６５０ 　１５０ 　５００
 研修費支出 　４２，００３ 　３８，１８３ 　３，８２０
 部長室費支出 　３，４９６ 　３，８９７ △  ４０１
 雑費支出 　７，８００ 　４，８００ 　３，０００
借 入 金 等 利 息 支 出 　５８，７１１ 　７９，１９９ △  ２０，４８８
 借入金利息支出 　５８，７１１ 　７９，１９９ △  ２０，４８８
借 入 金 等 返 済 支 出 　１，８４３，０１０ 　１，９４８，５６０ △  １０５，５５０
 借入金返済支出 　１，８４３，０１０ 　１，９４８，５６０ △  １０５，５５０
施 設 関 係 支 出 　１，０７７，９８２ 　１，７９２，０７６ △  ７１４，０９４
 土地支出 　３０，５２４ － 　３０，５２４
 建物支出 　６８３，２９８ 　１，３１８，３９９ △  ６３５，１０１
 構築物支出 　３６４，１６０ 　４７３，６７７ △  １０９，５１７
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（単位：千円）

　支出の部
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）

設 備 関 係 支 出 　１，２７７，２９０ 　１，３３５，４９２ △  ５８，２０２
 教育研究用機器備品支出 　６１５，８０４ 　６６１，１８７ △  ４５，３８３
 管理用機器備品支出 　１１，９５７ 　３，１８７ 　８，７７０
 図書支出 　６４９，５２９ 　６７１，１１８ △  ２１，５８９
資 産 運 用 支 出 　３，０１６，９６３ 　４，７１８，７８６ △  １，７０１，８２３
 有価証券購入支出 　１，７１０，０００ 　２，２０１，７００ △  ４９１，７００
 出資金支出 　２４０ 　９３２ △  ６９２
 第２号基本金引当特定資産繰入支出 　６，７２３ 　６，７２６ △  ３
 第３号基本金引当特定資産繰入支出 － 　９，４２８ △  ９，４２８
 減価償却引当特定資産繰入支出 　１，３００，０００ 　２，５００，０００ △  １，２００，０００
その 他 の 支 出 　３，４３０，２０６ 　２，７１６，２０４ 　７１４，００２
 貸付金支払支出 　１４０，４４０ 　１６３，２７０ △  ２２，８３０
 貸与奨学金支出 　２１８，６７９ 　１９７，６７０ 　２１，００９
 敷金支払支出 　１，９３１ 　３，６０２ △  １，６７１
 前期末未払金支払支出 　２，７８０，０９７ 　２，０７９，１０８ 　７００，９８９
 前払金支払支出 　２８９，０５９ 　２７２，５５４ 　１６，５０５

〔 予 備 費 〕 　８００，０００ 　６００，０００ 　２００，０００
資 金 支 出 調 整 勘 定 △  ２，０７０，３２３ △  ３，１４４，５４８ 　１，０７４，２２５
 期末未払金 △  １，７９１，５７４ △  ２，８５７，９３１ 　１，０６６，３５７
 前期末前払金 △  ２７８，７４９ △  ２８６，６１７ 　７，８６８
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 　１９，９１３，４１４ 　１８，００３，５６５ 　１，９０９，８４９

支 出 の 部 　 合 計 　６３，８３１，３４６ 　６２，６６６，６１５ 　１，１６４，７３１
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育
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動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
学生生徒等納付金 　３２，４８１，３７６ 　３１，２３４，４９８ 　１，２４６，８７８
 授業料 　２３，６１６，３４４ 　２１，７８０，４７９ 　１，８３５，８６５
 入学金 　１，９７２，２６０ 　２，７５４，６５５ △  ７８２，３９５
 研究資料費 　５１，９１３ 　６７，９８５ △  １６，０７２
 実験実習費 　４６０，１８９ 　４２１，６８６ 　３８，５０３
 教育充実費 　６，３３８，６６８ 　６，１６８，０３０ 　１７０，６３８
 冷暖房費 　２８，９９９ 　２８，１２５ 　８７４
 特別講座費 　１３，００３ 　１３，５３８ △  ５３５
手数料 　１，５０７，７１８ 　１，３７２，６３４ 　１３５，０８４
 入学検定料 　１，４８４，２４４ 　１，３４６，０８７ 　１３８，１５７
 試験審査料 　２，１８０ 　２，１８０ 　０
 証明手数料 　１２，３５０ 　１５，３２０ △  ２，９７０
 大学入試センター試験実施手数料 　８，９４４ 　９，０４７ △  １０３
寄付金 　３２８，３５０ 　３２１，３５０ 　７，０００
 特別寄付金 　３２８，３５０ 　３２１，３５０ 　７，０００
経常費等補助金 　４，００９，２６３ 　３，９９９，５２５ 　９，７３８
 国庫補助金 　３，１９２，５３５ 　３，１８３，９９５ 　８，５４０
 学術研究振興資金 　６，０００ 　６，０００ 　０
 地方公共団体補助金 　８１０，７２８ 　８０９，５３０ 　１，１９８
付随事業収入 　１，４１８，４０８ 　１，１６３，７１２ 　２５４，６９６
 補助活動収入 　５７３，５５０ 　５７９，３９１ △  ５，８４１
 附属事業収入 　３，３５６ 　３，３７２ △  １６
 受託事業収入 　８３４，０００ 　５７２，０００ 　２６２，０００
 免許状更新講習料収入 　４，２１２ 　４，２１２ 　０
 その他の事業収入 　３，２９０ 　４，７３７ △  １，４４７
雑収入 　１，０９５，６９６ 　１，３４９，９３６ △  ２５４，２４０
 施設設備利用料 　１３４，９９５ 　１０８，２９６ 　２６，６９９
 退職金財団交付金 　６７１，０３４ 　１，０６６，３３５ △  ３９５，３０１
 雑収入 　２８９，６６７ 　１７５，３０５ 　１１４，３６２
教育活動収入計 　４０，８４０，８１１ 　３９，４４１，６５５ 　１，３９９，１５６

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
人件費 　２２，３５９，５４８ 　２２，９３６，１９５ △  ５７６，６４７
 教員人件費 　１４，９２７，４９３ 　１４，９９６，７９７ △  ６９，３０４
 職員人件費 　６，３８３，９６２ 　６，４１１，１３２ △  ２７，１７０
 役員報酬 　４０，０７５ 　３８，６００ 　１，４７５
 年金 　５９，１１３ 　６１，４５５ △  ２，３４２
 退職金 　１２６，７５４ 　２１９，６１４ △  ９２，８６０
 退職給与引当金繰入額 　８２２，１５１ 　１，２０８，５９７ △  ３８６，４４６
教育研究経費 　１４，４５７，４８９ 　１３，８８９，２８８ 　５６８，２０１
 消耗品費 　６９６，８１２ 　６５０，９８１ 　４５，８３１
 光熱水費 　７１４，１６６ 　８９９，６２５ △  １８５，４５９
 旅費交通費 　４３０，６９０ 　４１３，９７６ 　１６，７１４
 奨学費 　１，１７１，８１６ 　１，１３５，４５２ 　３６，３６４
 福利費 　２，３１３ 　２，１２８ 　１８５
 通信運搬費 　１９５，４２６ 　１９０，４５４ 　４，９７２
 印刷製本費 　２８１，７１８ 　２７５，６４９ 　６，０６９
 修繕費 　８８０，１６９ 　９６２，４９３ △  ８２，３２４
 保険料 　１１２，０３６ 　７５，２６４ 　３６，７７２
 賃借料 　５８４，７３１ 　５６２，１３２ 　２２，５９９
 公租公課 　７３，５０７ 　４７，０２３ 　２６，４８４
 諸会費 　４１，９３３ 　４７，８９７ △  ５，９６４
 会議会合費 　６４，６２６ 　６６，３０８ △  １，６８２
 支払手数料 　１，３８７，３４９ 　１，１２７，３３３ 　２６０，０１６
 業務委託費 　２，７４１，８３２ 　２，５１３，６９３ 　２２８，１３９
 広告費 　８９，２４０ 　８７，７４７ 　１，４９３
 学生活動補助費 　３９７，８５７ 　３８１，４３２ 　１６，４２５
 研究費 　１，２２９，７９５ 　１，０５２，９５８ 　１７６，８３７
 部長室費 　１７，３２２ 　１７，５８５ △  ２６３
 雑費 　７，３６０ 　６，７５０ 　６１０
 減価償却費 　３，３３６，７９１ 　３，３７２，４０８ △  ３５，６１７
管理経費 　１，０６７，４０６ 　９２９，１１７ 　１３８，２８９
 消耗品費 　３６，６２５ 　３７，０３８ △  ４１３
 光熱水費 　１２，７８９ 　１５，８３０ △  ３，０４１

事業活動収支予算書
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

（第２表）

（単位：千円）
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教
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動
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科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
 旅費交通費 　４４，８１４ 　４３，５２８ 　１，２８６
 福利費 　２０，９９３ 　２１，６５５ △  ６６２
 通信運搬費 　４８，４７７ 　５７，９３８ △  ９，４６１
 印刷製本費 　１１２，１５２ 　１１４，１９６ △  ２，０４４
 修繕費 　１１７，５２８ 　３８，６１５ 　７８，９１３
 保険料 　１３，６６６ 　８，０３８ 　５，６２８
 賃借料 　６０，９１６ 　５９，７８６ 　１，１３０
 公租公課 　１８，８０８ 　１７，５５２ 　１，２５６
 諸会費 　３，４２４ 　２，１３６ 　１，２８８
 会議会合費 　１０，３８０ 　９，１３６ 　１，２４４
 支払手数料 　１０７，２６３ 　８８，７０４ 　１８，５５９
 業務委託費 　１６６，６８０ 　１４３，８６２ 　２２，８１８
 広告費 　１２３，５９５ 　１２８，１３０ △  ４，５３５
 学生活動補助費 　６５０ 　１５０ 　５００
 研修費 　４２，００３ 　３８，１８３ 　３，８２０
 部長室費 　３，４９６ 　３，８９７ △  ４０１
 雑費 　７，８００ 　４，８００ 　３，０００
 減価償却費 　１１５，３４７ 　９５，９４３ 　１９，４０４
徴収不能額等 　２８，４８１ 　３４，７３２ △  ６，２５１
 徴収不能引当金繰入額 　２８，４８１ 　３４，７３２ △  ６，２５１
教育活動支出計  　３７，９１２，９２４ 　３７，７８９，３３２ 　１２３，５９２
教育活動収支差額  　２，９２７，８８７ 　１，６５２，３２３ 　１，２７５，５６４

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
受取利息・配当金 　３３０，６７４ 　３７１，５４０ △  ４０，８６６
 第３号基本金引当特定資産運用収入 　６２，９９８ 　６５，２６５ △  ２，２６７
 蔵書購入資金引当特定資産運用収入 　６，７２３ 　６，７２６ △  ３
 退職給与引当金引当特定資産運用収入 　４２，６２３ 　４０，９０３ 　１，７２０
 関西学院大学教育・研究活性化 
 資金引当特定資産運用収入 　１３，２０１ 　１３，２４０ △  ３９

 減価償却引当特定資産運用収入 　６０，６８７ 　８３，５３６ △  ２２，８４９
 その他の受取利息・配当金 　１４４，４４２ 　１６１，８７０ △  １７，４２８
教育活動外収入計  　３３０，６７４ 　３７１，５４０ △  ４０，８６６

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
借入金等利息 　５８，７１１ 　７９，１９９ △  ２０，４８８
 借入金利息 　５８，７１１ 　７９，１９９ △  ２０，４８８
教育活動外支出計 　５８，７１１ 　７９，１９９ △  ２０，４８８
教育活動外収支差額 　２７１，９６３ 　２９２，３４１ △  ２０，３７８
経常収支差額 　３，１９９，８５０ 　１，９４４，６６４ 　１，２５５，１８６

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
資産売却差額 － － －
その他の特別収入 　２８７，５２３ 　２４２，３１０ 　４５，２１３
 施設設備寄付金 － － －
 現物寄付 　１３５，０００ 　１３０，０００ 　５，０００
 施設設備補助金 　１５２，５２３ 　１１２，３１０ 　４０，２１３
特別収入計  　２８７，５２３ 　２４２，３１０ 　４５，２１３

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増・減（△）
資産処分差額 　１００，０００ 　１３３，０３０ △  ３３，０３０
 固定資産処分差額 　１００，０００ 　１３３，０３０ △  ３３，０３０
特別支出計 　１００，０００ 　１３３，０３０ △  ３３，０３０
特別収支差額 　１８７，５２３ 　１０９，２８０ 　７８，２４３

〔予備費〕 　８００，０００ 　６００，０００ 　２００，０００
基本金組入前当年度収支差額 　２，５８７，３７３ 　１，４５３，９４４ 　１，１３３，４２９
基本金組入額合計 △  ４，１４５，４８４ △  ２，９７８，２２０ △  １，１６７，２６４
当年度収支差額 △  １，５５８，１１１ △  １，５２４，２７６ △  ３３，８３５
前年度繰越収支差額 △  ９，３２７，３４９ △  ９，９４９，１７３ 　６２１，８２４
翌年度繰越収支差額 △  １０，８８５，４６０ △  １１，４７３，４４９ 　５８７，９８９

（参考）
事業活動収入計 　４１，４５９，００８ 　４０，０５５，５０５ 　１，４０３，５０３
事業活動支出計 　３８，８７１，６３５ 　３８，６０１，５６１ 　２７０，０７４

（単位：千円）




